
(57)【要約】

【課題】軸受寿命を改善すると共に、十字軸およびヨー

クの機械強度との関係を最適化した圧延機駆動用の自在

継手を実現する。

【解決手段】十字軸１６の４つの軸部１７を４つのフォ

ークアーム部２にそれぞれ軸受４を介して回転自在に取

り付けることにより、２つのヨーク１を連結し、十字軸

１６には、直径ｄが自在継手の直径Ｄの０.２５～０.３

０倍となる４つの軸部１７を形成し、さらに、これらの

各軸部１７には、開口部における軸部１７の外周壁面と

油溜部１８の内周壁面間の壁厚Ｔｊ １ が外輪６の壁厚Ｔ

ｇ の２倍以上、底部における軸部１７の外周壁面と油溜

部１８の内周壁面間の壁厚Ｔｊ ２ が外輪６の壁厚Ｔｇ の

６倍以下、深さＬａ が複数列（本実施形態において４列

）の転動体５ａ～５ｄの全幅Ｌｔ の０.７～０.８倍、内

周壁面の傾きθが２０度～３０度となる逆円錐台形の油

溜部１８を形成する。

【選択図】図２
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 そ れ ぞ れ が 十 字 軸 の 軸 部 を 回 転 可 能 に 支 持 す る 軸 受 部 を 有 す る 一 対 の フ ォ ー ク ア ー ム を
備 え た ヨ ー ク か ら 構 成 さ れ 、 前 記 十 字 軸 の 軸 端 か ら 前 記 十 字 軸 の 中 心 に 向 っ て 口 径 が 徐 々
に 小 さ く な る 油 溜 部 を 具 備 し た 自 在 継 手 に お い て 、
　 前 記 油 溜 部 の 壁 厚 を 前 記 軸 受 部 の 外 輪 の 壁 厚 に 対 し て ２ 倍 乃 至 ６ 倍 と し 、 前 記 油 溜 部 の
深 さ を 前 記 軸 受 部 の 複 数 列 か ら な る 転 動 体 の 全 長 に 対 し て ０ ． ７ 倍 乃 至 ０ ． ８ 倍 と し 、 前
記 油 溜 部 の 内 径 の 概 略 傾 き を ２ ０ 度 乃 至 ３ ０ 度 と し 、 前 記 転 動 体 の 列 数 を ２ 列 以 上 と し た
こ と を 特 徴 と す る 自 在 継 手 。
【 請 求 項 ２ 】
　 そ れ ぞ れ が 十 字 軸 の 軸 部 を 回 転 可 能 に 支 持 す る 軸 受 部 を 有 す る 一 対 の フ ォ ー ク ア ー ム を
備 え た ヨ ー ク か ら 構 成 さ れ 、 前 記 十 字 軸 の 軸 端 か ら 前 記 十 字 軸 の 中 心 に 向 っ て 口 径 が 徐 々
に 小 さ く な る 油 溜 部 を 具 備 し た 自 在 継 手 に お い て 、
　 前 記 油 溜 部 の 壁 厚 を 前 記 軸 受 部 の 外 輪 の 壁 厚 に 対 し て ２ 倍 乃 至 ６ 倍 と し 、 前 記 油 溜 部 の
深 さ を 前 記 軸 受 部 の 複 数 列 か ら な る 転 動 体 の 全 長 に 対 し て ０ ． ７ 倍 乃 至 ０ ． ８ 倍 と し 、 前
記 油 溜 部 の 内 径 の 概 略 傾 き を ２ ０ 度 乃 至 ３ ０ 度 と し 、 前 記 転 動 体 の 列 数 を ２ 列 以 上 と し 、
前 記 十 字 軸 の 軸 径 を 当 該 自 在 継 手 の 直 径 に 対 し て ０ ． ２ ５ 倍 乃 至 ０ ． ３ ０ 倍 と し た こ と を
特 徴 と す る 自 在 継 手 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 中 間 軸 あ る い は 取 付 フ ラ ン ジ に 連 結 す る ２ つ の ヨ ー ク か ら 、 そ れ ぞ れ 突 設 し
た ４ つ の フ ォ ー ク ア ー ム 部 に 、 十 字 軸 の 軸 部 を 軸 受 を 介 し て 回 転 自 在 に 取 り 付 け 、 ２ つ の
ヨ ー ク を 連 結 し た 構 成 の 自 在 継 手 に 係 り 、 特 に 重 荷 重 用 の 自 在 継 手 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 ６ は 従 来 の 自 在 継 手 の 部 分 断 面 図 で あ り 、 １ は 中 心 線 方 向 と 平 行 に 突 設 し た ２ つ の フ
ォ ー ク ア ー ム 部 ２ と 中 間 軸 （ 図 示 せ ず ） あ る い は 取 付 フ ラ ン ジ （ 図 示 せ ず ） に 連 結 す る フ
ラ ン ジ 部 （ 図 示 せ ず ） と か ら な る ２ つ の ヨ ー ク 、 ３ は ４ つ の フ ォ ー ク ア ー ム 部 （ ４ つ の 内
の １ つ を 図 示 ） ２ に ヨ ー ク １ の 中 心 線 と 直 交 す る 方 向 に 設 け ら れ た 軸 受 穴 、 ４ は 複 数 列 （
第 １ 乃 至 第 ４ ） の 転 動 体 ５ ａ ～ ５ ｄ を 有 底 円 筒 状 の 外 輪 ６ の 周 壁 に 沿 っ て 環 状 に 内 装 し た
軸 受 で あ っ て 、 こ の 軸 受 ４ は 外 輪 ６ が 軸 受 穴 ３ に 嵌 め 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ７ は 外 輪 ６ の 底 部 に 取 り 付 け ら れ た 給 脂 栓 、 ８ は ４ つ の 軸 部 ９ が 十 字 状 に 突 設 さ れ た 十
字 軸 、 １ ０ は 十 字 軸 ８ の 各 軸 部 ９ に お け る 中 心 線 上 に 形 成 さ れ た 油 溜 部 、 １ １ は 環 状 に 配
設 さ れ た 転 動 体 ５ ａ ～ ５ ｄ の 内 側 に 嵌 め 込 ま れ た 軸 部 ９ の 先 端 面 と 外 輪 ６ の 底 部 間 に 挟 み
込 ま れ た リ ン グ 状 の 底 板 、 １ ２ は 転 動 体 ５ に 嵌 め 込 ま れ た 軸 部 ９ と 外 輪 ６ 間 に 嵌 め 付 け ら
れ た オ イ ル シ ー ル で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 自 在 継 手 の ２ つ の ヨ ー ク １ は 、 十 字 軸 ８ の 軸 部 ９ を 各 フ ォ ー ク ア
ー ム 部 ２ に 、 そ れ ぞ れ 軸 受 ４ を 介 し て 回 転 自 在 に 取 り 付 け る こ と に よ り 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 十 字 軸 ８ の 軸 部 ９ に 設 け た 油 溜 部 １ ０ の 形 状 が 円 柱 状 （ 図 ６ に 示 す 例 で は 油
溜 部 １ ０ の 底 部 に は 十 字 軸 ８ の 加 工 の た め の テ ー パ ー が 設 け ら れ て い る ） で あ る 場 合 、 自
在 継 手 の 回 転 時 に 複 数 列 の 転 動 体 ５ ａ ～ ５ ｄ に 加 わ る 荷 重 は 、 外 側 の 第 １ の 転 動 体 ５ ａ が
最 大 で 、 第 ２ の 転 動 体 ５ ｂ ， 第 ３ の 転 動 体 ５ ｃ へ と 内 側 に な る に 従 っ て 漸 次 低 減 し 、 第 ４
の 転 動 体 ５ ｄ が 最 小 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の た め 、 外 側 の 第 １ の 転 動 体 ５ ａ の 磨 耗 が 内 側 の 第 ２ ～ 第 ４ の 転 動 体 ５ ｂ ～ ５ ｄ よ り
も 激 し い 上 、 十 字 軸 ８ の 軸 部 ９ の 先 端 部 に 圧 縮 疲 労 剥 離 が 頻 発 し て 、 自 在 継 手 の 寿 命 が 短
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く な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 開 口 部 か ら 底 部 の 方 に 進 む に 従 っ て 内 径 が 漸 次 縮 小 す る 逆 円 錐 台 部 を 開 口 側 に
設 け 、 か つ 内 径 が 一 定 の 円 筒 部 を 底 部 側 に 設 け ら れ た 油 溜 部 １ ０ を 、 軸 部 ９ の 外 周 壁 面 と
油 溜 部 １ ０ の 内 周 壁 面 と の 間 の 壁 厚 が 外 輪 ６ の 壁 厚 以 上 か ら 外 輪 ６ の 壁 厚 の ３ 倍 以 下 、 逆
円 錐 台 部 か ら 円 筒 部 ま で の 深 さ が 外 輪 ６ の 深 さ と 同 一 、 逆 円 錐 台 部 の 傾 斜 角 が ０ .５ 度 以
上 か ら ５ 度 以 下 、 円 錐 台 部 と 円 筒 部 と の 節 点 の 深 さ が フ ォ ー ク ア ー ム 部 ２ の 軸 受 穴 ３ か ら
軸 部 ９ が 突 き 出 る 長 さ と な る よ う に 十 字 軸 ８ の 軸 部 ９ に 形 成 し 、 自 在 継 手 の 回 転 時 に 軸 部
９ が 弾 性 変 形 す る よ う に し て 、 荷 重 が 複 数 列 の 転 動 体 ５ に 均 一 に 加 わ る よ う に す る こ と に
よ り 、 自 在 継 手 の 寿 命 の 向 上 を 図 る よ う に し た 構 成 の も の が あ る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ５ ６ － ３ ５ ８ １ ９ 号 公 報
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 と こ ろ で 、 前 記 従 来 の 自 在 継 手 に お い て 、 自 在 継 手 の 回 転 時 に お け る フ ォ ー ク ア ー ム 部
お よ び 十 字 軸 の 曲 げ 剛 性 は 、 各 部 断 面 寸 法 の 概 略 ４ 乗 に 比 例 す る た め 、 軽 荷 重 用 の 自 在 継
手 と 重 荷 重 用 の 自 在 継 手 と で は 曲 げ 剛 性 が 極 端 に 相 違 す る （ 自 在 継 手 を 荷 重 別 ， 同 一 直 径
の 伝 達 ト ル ク 及 び 用 途 で 分 類 し た （ 表 １ ） 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　 す な わ ち 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 自 在 継 手 の フ ォ ー ク ア ー ム 部 と 十 字 軸 と の 曲 げ 剛 性
は 、 軽 荷 重 用 あ る い は 中 荷 重 用 （ た だ し 、 中 荷 重 用 で も 軽 荷 重 用 に 近 い 程 度 の 極 め て 小 さ
い 曲 げ 剛 性 し か 得 ら な い ） で あ り 、 一 般 的 な 中 荷 重 用 、 あ る い は 重 荷 重 用 の 自 在 継 手 に は
適 用 で き な い と い う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 考 案 は 、 前 記 従 来 技 術 の 課 題 を 解 決 し 、 軸 受 寿 命 を 改 善 す る と 共 に 、 十 字 軸 お よ び ヨ
ー ク の 機 械 強 度 と の 関 係 を 最 適 化 し て 、 重 荷 重 用 に 適 用 さ れ る 自 在 継 手 を 提 供 す る こ と を
目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 請 求 項 １ に 記 載 の 考 案 は 、 そ れ ぞ れ が 十 字 軸 の 軸 部 を 回 転 可
能 に 支 持 す る 軸 受 部 を 有 す る 一 対 の フ ォ ー ク ア ー ム を 備 え た ヨ ー ク か ら 構 成 さ れ 、 前 記 十
字 軸 の 軸 端 か ら 前 記 十 字 軸 の 中 心 に 向 っ て 口 径 が 徐 々 に 小 さ く な る 油 溜 部 を 具 備 し た 自 在
継 手 に お い て 、 前 記 油 溜 部 の 壁 厚 を 前 記 軸 受 部 の 外 輪 の 壁 厚 に 対 し て ２ 倍 乃 至 ６ 倍 と し 、
前 記 油 溜 部 の 深 さ を 前 記 軸 受 部 の 複 数 列 か ら な る 転 動 体 の 全 長 に 対 し て ０ ． ７ 倍 乃 至 ０ ．
８ 倍 と し 、 前 記 油 溜 部 の 内 径 の 概 略 傾 き を ２ ０ 度 乃 至 ３ ０ 度 と し 、 前 記 転 動 体 の 列 数 を ２
列 以 上 と し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 考 案 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 自 在 継 手 に お い て 、 十 字 軸 の 軸 径 を 当 該 自
在 継 手 の 直 径 に 対 し て ０ ． ２ ５ 倍 乃 至 ０ ． ３ ０ 倍 と し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 考 案 に よ れ ば 、 自 在 継 手 の 各 部 材 の 関 係 を 請 求 項 に 記 載 の よ う に 設 定 し た こ と に よ り
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、 十 字 軸 と ヨ ー ク の 疲 労 強 度 が バ ラ ン ス す る と 同 時 に 、 軸 受 寿 命 と 十 字 軸 お よ び ヨ ー ク の
疲 労 強 度 と の 関 係 が 最 適 に な り 、 高 強 度 ・ 高 寿 命 の 重 荷 重 用 と し て 適 用 さ れ る 自 由 継 手 を
提 供 す る こ と が で き る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 考 案 に 係 る 自 在 継 手 の 実 施 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 な お 、 図 ６ に て 説
明 し た 部 材 に 対 応 す る も の に は 同 一 符 号 を 付 し た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ は 本 考 案 の 実 施 形 態 で あ る 自 在 継 手 の 部 分 断 面 図 、 図 ２ は 図 １ の 自 在 継 手 に お け る
フ ォ ー ク ア ー ム 部 お よ び 十 字 軸 の 部 分 断 面 図 で あ り 、 １ は 中 心 線 方 向 と 平 行 に 突 設 し た ２
つ の フ ォ ー ク ア ー ム 部 ２ と 中 間 軸 （ 図 示 せ ず ） あ る い は 取 付 フ ラ ン ジ （ 図 示 せ ず ） に 連 結
す る フ ラ ン ジ 部 １ ３ と か ら な る ２ つ の ヨ ー ク 、 ３ は ４ つ の フ ォ ー ク ア ー ム 部 （ ４ つ の 内 の
１ つ を 図 示 ） ２ に ヨ ー ク １ の 中 心 線 と 直 交 す る 方 向 に 設 け た 軸 受 穴 、 １ ４ は フ ラ ン ジ 部 １
３ に お い て 中 間 軸 あ る い は 取 付 フ ラ ン ジ と の 接 合 面 に 設 け た 嵌 合 部 、 １ ５ は フ ラ ン ジ 部 １
３ と 中 間 軸 あ る い は 取 付 フ ラ ン ジ と を 連 結 す る ボ ル ト （ 図 示 せ ず ） を 挿 通 す る た め に フ ラ
ン ジ 部 １ ３ の 外 周 端 部 に 設 け た ボ ル ト 穴 、 ４ は 複 数 列 （ 本 例 で は 第 １ 乃 至 第 ４ ） の 転 動 体
５ ａ ～ ５ ｄ を 有 底 円 筒 状 の 外 輪 ６ の 周 壁 に 沿 っ て 環 状 に 内 装 し た 軸 受 で あ っ て 、 こ の 軸 受
４ は 外 輪 ６ が 軸 受 穴 ３ に 嵌 め 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ７ は 外 輪 ６ の 底 部 に 取 り 付 け た 給 脂 栓 、 １ ６ は ４ つ の 軸 部 １ ７ を 十 字 状 に 突 設 し た 十 字
軸 、 １ ８ は 、 十 字 軸 １ ６ の 各 軸 部 １ ７ の 中 心 線 上 に 、 開 口 部 か ら 底 部 方 向 に 向 う に 従 っ て
内 径 が 漸 次 縮 小 す る よ う に 略 逆 円 錐 台 形 状 に 形 成 し た 油 溜 部 、 １ １ は 、 環 状 に 配 設 さ れ た
転 動 体 ５ ａ ～ ５ ｄ の 内 側 に 嵌 め 込 ん だ 軸 部 １ ７ の 先 端 面 と 外 輪 ６ の 底 部 間 に 挟 み 込 ん だ リ
ン グ 状 の 底 板 、 １ ２ は 転 動 体 ５ ａ ～ ５ ｄ に 嵌 め 込 ん だ 軸 部 １ ７ と 外 輪 ６ 間 に 嵌 め 付 け ら れ
て い る オ イ ル シ ー ル で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 実 施 形 態 の 自 在 継 手 は 、 十 字 軸 １ ６ の 各 軸 部 １ ７ を ４ つ の フ ォ
ー ク ア ー ム 部 ２ に そ れ ぞ れ 軸 受 ４ を 介 し て 回 転 自 在 に 取 り 付 け る こ と に よ り 、 ２ つ の ヨ ー
ク １ を 連 結 し た も の で あ り 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 十 字 軸 １ ６ に は 、 直 径 ｄ が 自 在 継 手 の 直
径 Ｄ の ０ .２ ５ ～ ０ .３ ０ 倍 と な る ４ つ の 軸 部 １ ７ が 形 成 さ れ 、 ま た 、 こ れ ら の 各 軸 部 １ ７
に は 、 開 口 部 に お け る 軸 部 １ ７ の 外 周 壁 面 と 油 溜 部 １ ８ の 内 周 壁 面 間 の 壁 厚 Ｔ ｊ １ が 外 輪
６ の 壁 厚 Ｔ ｇ の ２ 倍 以 上 、 底 部 に お け る 軸 部 １ ７ の 外 周 壁 面 と 油 溜 部 １ ８ の 内 周 壁 面 間 の
壁 厚 Ｔ ｊ ２ が 外 輪 ６ の 壁 厚 Ｔ ｇ の ６ 倍 以 下 、 深 さ Ｌ ａ が 複 数 列 （ 本 実 施 形 態 で は ４ 列 ） の
転 動 体 ５ ａ ～ ５ ｄ の 全 幅 Ｌ ｔ の ０ .７ ～ ０ .８ 倍 、 内 周 壁 面 の 傾 き θ が ２ ０ 度 ～ ３ ０ 度 と な
る 逆 円 錐 台 形 の 油 溜 部 １ ８ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ こ で 、 本 実 施 形 態 の 自 在 継 手 と 、 図 ６ に 示 す 従 来 の 自 在 継 手 と の 実 体 試 験 を 行 っ た と
こ ろ 、 各 列 の 転 動 体 ５ ａ ～ ５ ｄ に 加 わ る 荷 重 は （ 表 ２ ） に 示 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 の 自
在 継 手 の 転 動 体 ５ ａ ～ ５ ｄ に 作 用 す る 総 荷 重 が 、 従 来 の 自 在 継 手 の 転 動 体 ５ に 作 用 す る 総
荷 重 よ り も 低 減 で き る と 共 に 、 各 転 動 体 ５ ａ ～ ５ ｄ に 作 用 す る 荷 重 を よ り 平 均 的 に 分 散 で
き る と い う 結 果 が 得 ら れ た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　 こ の た め 、 加 速 劣 化 軸 受 寿 命 試 験 に お け る 破 損 確 率 １ ０ ％ (Ｌ １ ０ )の 軸 受 寿 命 は 、 （ 表
３ ） に 示 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 の 自 在 継 手 の 方 が 従 来 の 自 在 継 手 よ り も １ .４ ５ 倍 程 度
長 く な っ た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　 ま た 、 繰 返 し 荷 重 を 受 け て も 疲 労 破 損 を 生 じ な い ヨ ー ク １ の 強 度 を ヨ ー ク の 疲 労 強 度 （
Ｋ Ｎ ｍ ） と し 、 繰 返 し 荷 重 を 受 け て も 、 疲 労 破 損 を 生 じ な い 十 字 軸 １ ６ の 強 度 を 十 字 軸 の
疲 労 強 度 （ Ｋ Ｎ ｍ ） と し 、 軸 受 ４ の （ 動 定 格 荷 重 × 荷 重 作 用 半 径 × ２ ） を 軸 受 の 動 ト ル ク
容 量 （ Ｋ Ｎ ｍ ） と し 、 十 字 軸 の 疲 労 強 度 （ Ｋ Ｎ ｍ ） ， ヨ ー ク の 疲 労 強 度 （ Ｋ Ｎ ｍ ） ， 軸 受
の 動 ト ル ク 容 量 （ Ｋ Ｎ ｍ ） の 全 体 を １ ０ ０ ％ と し た と き の 自 在 継 手 の 強 度 お よ び 寿 命 の バ
ラ ン ス 状 態 を 求 め る と 、 （ 表 ４ ） に 示 し た よ う に な り 、 こ れ を グ ラ フ に 表 す と 図 ３ に 示 す
よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 表 ４ 】
　
　
　
　 と こ ろ で 、 ラ ジ ア ル コ ロ 軸 受 の 寿 命 は 、 破 損 確 率 １ ０ ％ の 軸 受 寿 命 を Ｌ １ ０ ， 軸 受 の 動
定 格 荷 重 を Ｃ ， ラ ジ ア ル 荷 重 を Ｐ と す る と 、 Ｊ Ｉ Ｓ － Ｂ １ ５ １ ８ に 規 定 さ れ る （ 数 １ ） の
式 に よ っ て 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 数 １ 】
　
　
　 そ こ で 、 軸 受 の 動 定 格 荷 重 Ｃ を ６ ０ ０ ,０ ０ ０ Ｎ ， 転 動 体 ５ に 作 用 す る 荷 重 （ ラ ジ ア ル
荷 重 ） Ｐ を （ 表 ２ ） に 示 し た 荷 重 の 最 大 値 と し た と き の 従 来 の 自 在 継 手 と 本 実 施 形 態 の 自
在 継 手 と の 破 損 確 率 １ ０ ％ の 軸 受 寿 命 を （ 数 １ ） の 式 か ら 求 め る と 、 （ 表 ５ ） に 示 し た よ
う に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 表 ５ 】
　
　
　
　
　
　 （ 表 ５ ） か ら 明 ら か な よ う に 、 直 径 ｄ が フ ォ ー ク ア ー ム 部 ２ の 直 径 Ｄ の ０ .２ ５ ～ ０ .３
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０ 倍 で あ る ４ つ の 軸 部 １ ７ に 、 そ れ ぞ れ 、 開 口 部 に お け る 壁 厚 Ｔ ｊ １ が 外 輪 ６ の 壁 厚 Ｔ ｇ

の ２ 倍 以 上 、 底 部 に お け る 壁 厚 Ｔ ｊ ２ が 外 輪 ６ の 壁 厚 Ｔ ｇ の ６ 倍 以 下 で 、 深 さ Ｌ ａ が ４ 列
の 転 動 体 ５ ａ ～ ５ ｄ の 全 幅 Ｌ ｔ の ０ .７ ～ ０ .８ 倍 で 、 内 周 壁 面 の 傾 き θ が ２ ０ 度 ～ ３ ０ 度
の 逆 円 錐 台 形 の 油 溜 部 １ ８ を 設 け た 十 字 継 手 １ ６ に よ っ て 、 ４ つ の フ ォ ー ク ア ー ム 部 ２ を
連 結 し た 本 実 施 形 態 の 自 在 継 手 に よ れ ば 、 軸 受 の 寿 命 は 、 従 来 の 自 在 継 手 の 軸 受 寿 命 よ り
も 約 １ .４ 倍 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 図 ４ （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 本 実 施 形 態 に お け る 油 溜 部 の 変 形 例 を 示 す 断 面 図 で あ り 、
図 ４ （ ａ ） に 示 す 例 で は 油 溜 部 １ ８ － １ の 内 周 壁 面 に お け る 傾 斜 面 部 分 を 流 線 形 状 に し て
あ り 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す 例 で は 油 溜 部 １ ８ － ２ の 内 周 壁 面 に お け る 傾 斜 面 部 分 を 逆 流 線 形
状 に し て あ り 、 図 ４ （ ｃ ） に 示 す 例 で は 油 溜 部 １ ８ － ３ の 内 周 壁 面 を 、 径 の 異 な る 複 数 の
円 形 部 に て 階 段 状 に 形 成 し 、 全 体 と し て 傾 斜 を 持 た せ た も の で あ る 。 こ の よ う に 油 溜 部 に
お け る 内 周 壁 面 の 傾 き θ を 形 成 す る 構 成 は 、 図 １ ， 図 ２ に 示 し た も の に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 各 十 字 軸 １ ６ の 油 溜 部 １ ８ を 油 穴 ２ ０ に よ り 連 通 す る 構 成 に
す る こ と も 考 え ら れ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 考 案 は 、 重 荷 重 用 の 自 在 継 手 に 適 用 さ れ 、 特 に 軸 受 の 転 動 体 へ の 最 大 負 荷 の 低 減 化 、
お よ び 軸 受 寿 命 の 改 善 が 要 求 さ れ て い る 圧 延 機 駆 動 用 の 自 在 継 手 に 実 施 し て 有 効 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 実 施 形 態 で あ る 自 在 継 手 の 部 分 断 面 図 、 図 ２ は 図 １ の 自 在 継 手 に お け る
フ ォ ー ク ア ー ム 部 お よ び 十 字 軸 の 部 分 断 面 図
【 図 ２ 】 本 実 施 形 態 の 自 在 継 手 に お け る フ ォ ー ク ア ー ム 部 お よ び 十 字 軸 の 部 分 断 面 図
【 図 ３ 】 本 実 施 形 態 に お け る 十 字 軸 の 疲 労 強 度 と ヨ ー ク の 疲 労 強 度 と 軸 受 の 動 ト ル ク 容 量
の 比 率 の 説 明 図
【 図 ４ 】 （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 本 実 施 形 態 に お け る 油 溜 部 の 変 形 例 を 示 す 断 面 図
【 図 ５ 】 本 実 施 形 態 に お い て 油 溜 部 を 油 穴 に よ り 連 通 し た 構 成 例 を 示 す 断 面 図
【 図 ６ 】 従 来 の 自 在 継 手 の 部 分 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
１ 　 ヨ ー ク
２ 　 フ ォ ー ク ア ー ム 部
３ 　 軸 受 穴
４ 　 軸 受
５ ａ ～ ５ ｄ 　 転 動 体
６ 　 外 輪
７ 　 給 脂 栓
１ １ 　 底 板
１ ２ 　 オ イ ル シ ー ル
１ ３ 　 フ ラ ン ジ 部
１ ４ 　 嵌 合 部
１ ５ 　 ボ ル ト 穴
１ ６ 　 十 字 軸
１ ７ 　 軸 部
１ ８ ， １ ８ － １ ， １ ８ － ２ ， １ ８ － ３ 　 油 溜 部
２ ０ 　 油 穴
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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